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Abstract 

Two sizes， 0， 033mg (clam A) and 0， 93mg (clam B) in mean dry tissue weight (DTW) ， of juvenile Manila 

clams Rudilat邸 thi/itt;l1a/1t1llwere reared fot・2weeks using closed recirculating upwelling system， Clams 

were fed 8 levels， 1，∞o cells/ml to 320，000 cells/ml in daily initial density， of cultured microalga Pavlom 
l"tfter; under a feeding regime of one food addition per day 

The growth in DTW of both sizes of clam was highest in 80， 000 cellsl me at ingestion rate of 12目oand 
17，7 %/day respectively， however the reduction in growth rate with pseudofecal production was observed 

at higher than 160， 0∞cells/me， Relative growth rate in DTW(G， %) was possitively correlated with the 
剖 lount01 f，∞d ingested(W，pglind.lday in cl自主 A and mg/ind， I day in clam B); cl百nA， G=35， 2XW-36， 2(1' 
=1. 00); clam B， G=662X W -14 (r= 1. 00)， Maintainance rations， therefore， were calculated to 

1. 03ilg/ind， /day(3， l%/day in ingestion rate) and 0， 021mg/ind.lday(2， 3%) respectively， Filtration rate 

was highest at 5，0∞cells/ml in bcth sizes of clams and continuously declined with increasing algal density， 
Maximal gross growth efficiencies， 77% and 40% in clam A and B respectively， were obtained at the 

density of highest growth rate， 80，000 cellsl me， Rapid and effective growth in juvenile Manila clams 

under present feeding regime is supposed to be achieved at higher algal density below the range which 

pseudofecal production occurs， 

はじめに

アサリ稚貝の効率的な飼育のためには，アサリの摂

餌生理やエネルギー代謝を理解することが基本的に重

要である。すでにイガイぜやホタテガイ頬)をはじめ

として他の二枚貞)ではそれらに関する多くの研究が

あり知見の蓄積は多いが，アサリ lこついては飼育lこ関

する研究の歴史が浅いこともあってまだデータは十分

でない。

二枚貝の摂餌生理には種間に多くの共通する特性が

認められており，たとえばろ水率は個体の大きさと相

*現在の所属，千葉県東京湾栽培漁業センター

関関係を示すことや，餌料密度と摂取速度およびろ水

準の3者は対応した変化を示すこと，さらに摂餌量と

総成長効率が比例関係を示すこと"などが知られてい

る。これらの関係は多くの種において同様の関係式で

表現できるが，その関係式中のパラメータは種間でさ

まざまな違いがあり，アサリについてもそれらについ

て詳細な検討を行っておく必要がある。

著者らはパプロパ・ルテリ P捌 /0悶 /lItheri(以後パ

ブロバと呼ぶ)を餌科とし，種苗生産現場で一般的に

行われている 1日1回の給餌方式を想定してアサリ稚

貝の小規模な飼育実験を行い，給餌細胞密度，摂餌量，
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成長量および成長効率等について若干の知見を得たの

で参考に供したい。

材料と方法

アサリ 供試したアサリ稚貝は， [989年4月に東京

湾産の天然の親貝から人工産卵誘発によって得た受精

卵をふ化させ，育成した個体である。育成は室内水槽

で人工培養したパブロパを餌として与えつつ自然水温

で行った。

パブロバ餌料として使用したパプロパは 3eの三
角フラスコを用いて恒温室内で培養した。培養に用い

た海水は富津市地先の東京湾から取水l，あらかじめ

ろ過(日本ろ水機:S -81，公称粒子捕捉効率は粒径

0.45t即で93%) してから，約90'Cで2時間以上加熱殺

菌した。

培養水温は20'C，照明は白色蛍光nによる3，剛一4，000
lux (培養フラスコ設置位置の底函台上で計iWJ)の連

続照明， jffi気は約2Uフラスコ/分とした。栄養添加

剤は改変PEgを用いたo

実験方法飼育実験には閉鎖循環式のアップウェリ

ング飼育装置を使用した (Fig.1)。

A 

c 

Fig. 1 

F 
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Schematic diagram of the reci1'culating 

upwelling system fo1' the rearing exW1'iment 

of Manila clam Rudilat回 thilip，戸UlanOJl， A， 
町田ingtarホ(50e);B， 1'ea1'ing contaIl1er (IUcm 
diamete1' X 30cm heigh t); C， air supplie1'; 
D， clams; E， mesh support; F， regulation 

valve; G， 1'ese1'voi1' tank(40e); H，児cir-
culating pump. 

飼育容器は内径100mmX長さ30cmの塩化ピニルパイ

プの一端にナイロン裂の網(オープニング0.3叩 XO.3

剛)を張って製作した。アサリ稚貝を入れた飼育容器

は，水量50eの飼育水槽内に設置し，飼育容恭の上部

側面の関口部に接続した排水パイプで飼育水槽に固定

した。排水パイプは飼育水槽の側援を貫通させ，流出

水を水量40eの循環水槽へ導くようにした。飼育水は，
循環水槽から小型マグネットポンプによって飼育水槽

に送られ，飼育容器の下端の網を通って容器内に流入

し，上部の排水ノfイプから循環水槽へ戻るように循環

させた。飼育容器を通る流量は約12e;容器/分に調整

した。

アサリ稚貝の収容量は，飼育容器1台あたり湿重量

で6自とした。絵餌量は，給餌時の飼育水中の細胞密

度を1，000細胞/meから320，000細胞/ばまで8段階に設

定し，それぞれの給餌量ごとに飼育装置を 1台充当し

た。また対照としてアサリ稚貝を入れない飼育装置を

2台用意し，それらにはパブロパだけを1，000細胞/me

および320，000細胞/mlになるように加えた。

飼育海水は，餌料培養に用いた海水と同様に取水し

てからろ過し，さらに紫外線照射(千代田工販:

SF-4NSM，照射量約100mWh/e) した。海水の交

換と飼育装置の洗浄は毎日行った。

給餌は換水直後に培養細胞を培養液とともに飼育水

に設定密度になるように加えて行った。日間摂餌量

(I)は，給餌密度(D)と翌日の換水直前に計測した飼

育水中の残餌密度(R)を，対照水槽の餌科密度の変化

に基づき次のように補正して算出した。

I=(DXA-R)XB 

D-l， (削
A二市+匂示寸孟jX可証

[B，飼育水量 (90e) ; R，と R2'1，0C日細胞/me

と320，000細胞/meの対照水槽の残餌密度〕

細胞密度は微粒子計測装置(コールターエレクトロ

ニクス・ TA-II)で計測した。

実験は平均殻長1剛および4mmの稚貝を用いて l回

ずつ行った。実験期間は2週間とし，それぞれ1989年

6月30日から 7月14日，同日月 5日から 9月19日まで

実施した。この聞の水温は19目3-24.3'(;，および22.2

-26.3'(;であった。

乾燥重量の計測 アサリ稚貝の乾燥重量は，実験開

始時に供試稚貝と同一群から，また終了時に各実験区

からそれぞれサンプルとして 19ずつ分取したアサリ

稚貝を，真空凍結乾燥法によって乾燥させた後計測し

た。貝殻乾燥重量は，乾燥させたアサリ稚貝を希釈し

た次亜塩素酸ナトリウム溶液(有効塩素約 3%)に浸
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i責して軟体部を溶解させ，蒸留水で洗浄後常圧加熱乾

燥法 (I05"C)で乾燥させて秤量した。軟体部乾燥重

量は稚只の乾燥重量と貝殻乾燥重量の差とした。

パブロパの乾燥重量は，既知の細胞密度の培養液一

定量を0.5Mぎ酸アンモニウムで洗浄したガラスフィ

ルター(ワットマン:GF/C)上で吸引ろ過して細胞

を捕集し，常圧加熱乾燥法によって求めた。計測は異

なる培養から 3回行い，その結果1細胞あたりの重量

は1.71iSD=0.22)×1ohであった。以降の各計算

にはこの値を用いた。

ろ水率，摂取速度，総成長効率および軟体部貝殻重

量比の計算 ろ水率 (F，me!mg軟体重/臼)，摂取速

度(1， %/日)，総成長効率 (K" %)および軟体

部貝殻重量比(C)は以下の式によって計算した。

T 

F= P 1 ・ 1
(Sr+Sけ U D 

Z 

T 

P 
1= 
(Sr +SF) 

2 

(SF-Sr) 
I〈1=17-xm
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C = _!3F: 
VF 

(T，各群の累積摂餌量， P，飼育期間 (14日間); 

U，パプロバの細胞重量， D，給餌密度， SI ，実験
開始時の軟体部重量， SF，終了時の軟体部重量， VF， 

終了時の貝殻重量〕

結果

成長 1剛稚貝と 4醐稔貝の実験開始時の殻長(士

標準偏差)，軟体部乾燥重量，および貝殻乾燥重量は

それぞ11-1.10(士0.21)醐， 33.1.ug， 169.7.ugおよび
4.09 (士0.65)mm， 0.93mg， 8.02mgであった (Table

1， 2)。

1皿稚貝では給餌細胞密度が5，000細胞1m!以下の場

合には貝殻重量は増加したものの軟体部重量は減少し，

正常な成長は認められなかった (Table1 ) 0 10，000 

細胞1m!以上では，給餌細胞密度が高まるに従って成

長量は増加し，軟{宇都の相対成長率は80，000細胞Iml

の場合に362.8%で，また貝殻の相対成長率は160，000

細胞Imlの場合に389.3%でそれぞれ最高となった。し

かしそれ以上の細胞密度では軟体部および貝殻とも増

加が鈍り，高密度ー給餌による成長阻害が認められた。

4凹稚只の成長と給餌細胞密度との関係は 1四稚

貝の場合とほぼ同様の傾向を示した (Table2)。す

なわち， 5，000細胞1m!以下では軟体部重量が減少して

正常な成長は認められなかったが， 10，000細胞Iml以

Table 1. Growth of juvenile Manila clam Ruditat田thil争.t;，zal7l/Jlfed different levels of Paulo四
luflzeri for 2 weeks -I: 1 mm clams. 

Shell length Dry tissue weight Dry shell weight 

Algal density 
relative initial gmIe吋lahtivreateinitIa. l . 

relative 
(田lls/ml) initial final final final 

(叩) (mm) 
growth rate n (.ug) 。tg) growth rate (出).U'" (μg) (出 )~U~V Cμg) 

(%) 

1，000 1.10(0.21) 1.16 (0. 20) 5.5 33.1 30.8 6.9 169. 7 261. 9 54.3 

5，000 1.17 (0.18) 6.4 30.4 8.2 263.7 55.4 

10，000 1.30 (0.25) 18.2 37.0 11. 8 322.5 90.0 

20，000 1. 42 (0. 24) 29.1 49目3 48.9 346.4 104.1 

40，000 i臼(0初) 49.1 78.2 136.3 496.7 192.7 

80，000 1. 92 (0. 38) 74.5 153.2 362.8 703.0 314.3 

160，000 2.05(0日) 86.4 141. 2 326.6 830.4 389.3 

320，000 1.77 (0.52) 60.9 133.0 301. 8 614.7 262.2 

Numerals in parentheses are standard deviation. 
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Table 2. Growth of juvenile Manila clam RlIditapes Pili/ippu即 71111fed different levels of Pav/olXl 

/lIlileri for 2 weeks -n: 4 mm clams. 

Shell length Dry tissue weight Dry shell weigh t 

Algal density 
relative initial relative relative 

(cells/ml) initial final final growth rate initial final growth rate 
(回) (mm) growth Iate () (mg) (mg) (出) ¥mg (百)，.'" (mg) 

(百)

1，000 4.ω(0.81) 4.26 (0. 82) 4.2 .93 78 16.1 8.02 8.32 3.7 

5，000 4.28(0.79) 4.6 .88 -5.4 8.95 11. 6 

10，000 4.47 (0.93) 9.3 1. 02 9目7 10.13 26.3 

20，000 4.85 (1. 01) 18.6 1.37 47.3 12.23 52.5 

40，000 5.43(1.14) 32目8 1. 89 103.2 14.87 85.4 

80，000 5.74(1.20) 40.3 2. 79 200目。 18.54 131. 2 

160，000 5.54 (1.26) 35.5 2. 73 193.5 15.74 96.3 

320，000 5.04(1. 08) 23.2 2.36 153.8 11. 85 47.8 

Numerals in parentheses are standa吋 deviation.

上では給餌細胞密度とともに成長量は増加した。そし

て80，口00細胞Imlで軟体部および只殻の相対成長率は

最高となったが，それ以上の細胞密度では成長は低下

した。

胞Imlではそれぞ、れ88，129mll昭軟体重/日となった

が，軟体部の成長が阻害される高密度給餌では急激に

低下し， 320，000細胞Imlでは両者とも30ml/mQ軟体重/

日以下となった。また1，000細胞1m!でもろ水率は低下

し，餌料不足によるろ水活動の低下治宝認められた。ろ水率 ろ水率は 1皿稚貝， 4 mm稚貝ともに5，000

細胞Imlで最大となり，それぞれ224，248ml/mg軟体重/

日であった (Table3， 4)。給餌細胞密度が高まる

に従ってろ水率は低下し，最大成長を示した80，000細

摂取速度 1凹 4皿稚貝ともに，軟体部重量が減

少した5，000細胞Iml以下では，摂取速度は約2%1日

以下であった (Table3， 4)。摂取速度は給餌細胞

Table 3. Filtration 1'ate8， ingestion 1'ate8， gross growth efficiencies and gravimetric ratios of 
soft tissue to shell of juvenile Manila clam RlIdilap四 phi/φ，pu即 71111fed diflたrentlevels 
of Pav/o回 /lIlherifor 2 weeks -1: 1 皿 clams.

AIgal Filtration 
density rat♂l 
(cells/ml) (ml/mgDTW/day) 

initial 

1，000 170 

5，000 224 

10，000 209 

20，000 181 

40，000 137 

80，000 88 

160，000 68 

320，000 26 

Dry tissue weight 
Ingestion 

mcrease 
rate 

[A] 
(%/day) { 、

(/Ig/ind. /2weeksl 

.3 -2.3 

1.9 -2.7 

3.6 3.9 

6.2 16.2 

9.4 45.1 

12.0 120.1 

18.5 108.1 

14.0 99.9 

* 1 DTW， dry tissue 、veight
* 2 final DTW lfinal d，y shell weight 

Ingested algal 
dry weight 
[B] 

(/Ig(ind./2weeks) 

1.3 
8.6 

17.6 

35.8 

73.0 

156.8 

226.1 

162.8 

Gross growth 

efficiency T/S mtio叫
[K， ~ (AIB) x 1∞] 
(%) 

.195 

-176.9 118 

-31.4 .115 

22.2 .115 

45.3 142 

61. 8 157 

76.6 .218 

47.8 .170 

61.4 216 
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Table 4. Filtration rates， ingestion rates， gross growth efficiencies and gravimetric ratios of 
soft tissue to she1l of juvenile Manila clam Ruditat四 thilittulan/1Ilfed different levels 
of p，剖 10ml11tlleri for 2 weeks -n: 4 mm clams. 

Aigal FIltration Ingestlon Dry tissue weight Ingested algal Gross growth 
e剖 insr:~se dty _，;，_~ight ___ e~fic~~cy. ___ T /S ratio'判

density rat rate [A][B][kf(A/B)X1∞1 T/S rati 
(cells/mt)(Id/msDTW/day)(%/day) (mBAnd-/2weeks)(mg/ind./2weeks)(%) 

initial 

1，000 164 .3 15 

5，000 2'18 2. 1 一.05

10，000 232 4.0 .09 
20，000 215 7.4 44 

40，000 174 11.9 .95 

80，000 129 17.7 1. 86 

160，000 110 30.2 1. 80 

320，000 30 16.4 1. 42 

* 1 DTW， dty tissue weight 
* 2 final DTW /final drγshell weight 

密度とともに上昇し， 1凶60，0∞0∞0細胞/meのE時寺に 1叩， 4 

叩稚貝でそれぞ

しかしこれらは軟体部の相対成長率が最高となつた給

餌細胞密度とは一致しなかつた。軟体部の相対成長率

が最高であった80，000細胞/meの場合の摂取速度はそ

れぞれ12.0，17.7%/日であった。

5，000-80，000細胞/meでは，軟体部の相対成長率

(G， %)は摂餌量 (W，1 rnm稚貝でliJ1g/個体/日，

4醐稚貝ではmg/個体/日)と比例関係を示し，両者の

関係はそれぞれ，

l叩稚只 G=35.2XW-36.2 (r =1.00) 

4mm稚貝 G=662XW-14 (r =1.00) 

と近似された (Fig.2)。これらの関係から軟体部の

相対成長率がOとなる摂餌量，つまり維持摂餌量は，

それぞれ1.03μg/個体/日， 0.021mg/個体/8と計算さ

れた。さらにこのときの摂取速度(維持摂取速度)は

3.1%/日，および2.3%/日であった。

総成長効率餌科細胞密度と総成長効率の関係は 1

醐 4醐稚貝ともに同様の傾向を示し， 5，000細胞/me

以下ではいずれも負の値であったが，細胞密度が上昇

するに従って高くなり，軟体部の相対成長率が最も高

かった80，000細胞/meでそれぞれ約77%，40%と最高

になった (Table3， 4)。

軟体部貝殻重量比軟イ宇都貝殻重量比{ま，軟体部の

増重が認められなかった5，000細胞/me以下では 1mm， 

.117 

.03 -500.0 .094 

.27 -18.5 .098 

57 15.8 目100

1.19 37.0 112 

2.36 40.4 .127 

4.61 40.3 .151 

7.77 23.2 174 

3. 78 37目6 .199 

4mm稚只ともに0.10前後で低かったが，給餌細胞密度

の上昇とともに値は高くなり，成長阻害が認められた

320，000細胞/meで0.216，。目199と最も高くなった。

考察

総成長効率(K，)は摂餌量の増加とともに上昇し，

軟体部が最大成長を示した餌科密度で最高となった。

この最大成長を示した餌料密度 (80，000細胞/me)は

1胴稚貝と 4皿稚貝で共通しており，アサリ稚貝の効

率の良い飼育を考えるときの目安としてある程度の大

きさ範囲の稚貝に適用できるだろう。なおこのときの

1日あたりの摂餌量はそれぞれ軟体重の約12，18%に

あたり，さらにこれはそれぞれの稚貝 l個体がパプロ

パを 1日あたり065×106，1958×106細胞摂食したこ

とになる。維持摂取速度は 1皿 4凹稚貝で、それぞれ

3.1， 2.3%/日と計算された。これはムラサキイガイ

で計算されたばとほぼ伺じである。正常な成長を期

待するためには少なくともこれ以上の摂餌を可能にす

る給餌量が必、要であろう。

160，000細胞/me以上では摂取迷度は高かったものの

成長はかえって低下し，高密度給鮮による悪影響が現

れた。本実験の条件の下では， 80， 000-160，∞o細胞/me
の聞に効率的な成長を与える餌科の上限密度があった

と考えるべきである。車k体部貝殻重量比は双方の稚貝

とも320，000細胞/meで最高値かあるいはそれに近い値

となり，高密度餌科条件で蓄積栄養レベルが高くなっ

たことを示していた。しかしこれは，高栄養条件下で
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A lmm shell length 
G=35. 2W-36. 2 

2 4 6 B 10 12 

lngested AIgal Dry Weight， W 
(μg/ind. /day) 

B 4mm shell length 
G=662W-14 

• 
。

0.1 0.4 0.2 0.3 

Ingested AIgal Dry Weight， W 
(mg/ind. /day) 

Fig. 2 Relationship between企yweight of ingested 

microalgae Pavlova IlItheri and relative 

growth rate in也γtissueweight of Manila 

clam Rudita戸estllih)ゆinarumwithin the 

臼ngefrom 5，∞o to 80，∞o cells/ me in algal 
density. A， 1mm shell length; B， 4rnm shell 
length. 

の軟体部形成増進というよりはむしろ，高密度餌科条

件によるろ水活動の低下が海水中からのcJh取り込
みを阻害l.その結果貝殻形成治可成jj'!したためとみる

べきであろう。

成長量が最大となる摂餌量で総成長効率が最も高く

なる現象は，同様にムラサキイガイ1.2)やパージニアガ

キ針でも観察されている。アサリの飼育においても総

成長効率を高めるためには，成長に悪影響がでない範

囲内で，つまり摂餌量と相対成長率が比例関係を示す

範囲内で，餌料密度をできるだけ高めることが必要と

考えられる。このとき注意すべきことは， 1凹および

4mm稚貝で軟体部重量が2週間の実験中にそれぞれ4.6，

3.01倍に達している点である。これは一定の摂取速度

を保つためには，特に成長の速い稚貝期には給餌量を

頻繁に修正l.短期間に大幅に増加させて行かなくて

はならなJことを示している。
上記の餌料密度と総成長効率の関係は 1日あたりの

絵餌回数つまり給餌方式の決定にもあてはめることが

できる。アサリの摂餌は連続的であるため，本実験の

ような 1日l回の給餌では絵餌直後と翌日の換水直前

では飼育水中の実際の餌科密度は異なる。貝の摂餌に

合わせて連続的に給餌を行うことによって餌料密度を

常時最適な状態に保持することができれば，さらに

大きな成長率を達成することができょう)。

摂餌量と総成長効率が一定の範閣内で対応関係を示

す理由は，摂取速度で示されるエネルギー摂取とろ水

率で示される摂餌のためのエネルギー消費との関係か

ら説明できるかもしれない。一定の餌科密度範聞では，

餌科密度が高くなるに従って摂餌可能な餌科量は増加

し，同時に摂餌のためのろ水活動すなわちエネルギー

消費は少なくなると思われるからである。本実験の条

件下では，アサリ稚貝は自然条件 Fと異なって定位の

ための運動エネルギーをほとんど必要とせず，成長と

外分泌を除けばエネルギー消費の多くは摂餌と呼吸の

ためのろ水活動に充てたものと考えられる。一般的に

二枚貝は十分な餌料量を効率良〈摂取するために水中

の餌科密度に応じてろ水率を変化させることが知られ

てお61本笑験結果にもそうしたアサリの摂餌特性
が反映していると推察できる。

アサリの総成長効率に関する報告は少ないが，殻長

14四の個体で33.3-49.6%(N)であったといわif，
本実験の4凹稚貝での最高値 (41%)はこれに近い。

これらの値はムラサキイガイ Mytililsedulis (-3 -

42% (カロリ-f，30%以下(乾重)"'1やヨーロツ
パヒラガキ Osl問。 edlllis(10-20% (乾重)1 "'，あ
るいはパージニアガキ Crassostreavirgillica (11-23 

% (乾重)1 s)など他の二枚貝と比較して高い。成長
効率は，餌科種差首斗言問ベース (N，乾重，カロリー)

によって異なるため，これらの数値を直接比較するこ

とはできないが，概括的にはアサリ稚貝の総成長効率

が二枚貝の中でも高い音s類に属すると推察される。 1

m稚貝での最高値 (77%)はやや過大であるとも感じ

られ，餌科培養液中に含まれる細菌等の爽雑生物によ



異なる量のパプロパ・ルテリを給餌したアサリ稚貝の総成長効率

る成長促進効葉が小型稚貝で現れた可能性なども否

定できない。

5，000細胞1m!以下の餌科密度では，双方の稚貝とも

軟体制12重量は減少したが，貝殻重量は増加した。これ

は低栄養条件下で自らの軟体部をエネルギーj原として

貝殻を増大させたことを意味し，これらの稚只では貝

殻の増大に対する生理的要請が大きいことがわかる。

生態的には，捕食や外部環境の変化に弱い稚只期をで

きるだけ速やかに経過する必要性の現れと解釈するこ

とができる。稚貝の成長を貝殻の増大だけで表現した

場合には，これらの餌科密度でも稚只は成長したこと

になるが，明らかにこれは正常な成長とはいえない。

同様の現象はパージニアガ平でも観察されているこ

とから，これは二枚貝に共通する成長生理であると考

えらj'Lる。

要約

1 )殻長約1皿および4mrnのアサリ稚貝を，循環式アッ

プウェリング装置を用いて，餌料としてパブロパ

Pav/ora /lIthe!'iを1日1回の給餌方式で1，000-

320，000細胞1m!の給餌密度で与えて飼育し，摂取

速度，ろ水率，成長，総成長効率の違いを比較し

た。

2)アサリ稚貝は80，000細胞1m!で最大成長を示し，

そのときの摂取速度は1皿 4凹稚貝で約12.0，

17.7%1日であった。 160，000細胞1m!以上では成

長は低下し，高密度給餌による悪影響が現れた。

軟体部の相対成長率は摂餌量と比例関係を示し，

維持摂餌量と維持摂取速度はそれぞれの稚貝で1.03 

μgl個体/日，3.1%1日，および0.021mgl個体/日，

2.3%1日と計算された。

3)ろ水率は5，000細胞1m!で最も高く， 1 mm， 4醐稚

貝でそれぞれ224，248! Img軟体重/日であったが，

餌科密度の上昇とともに低下し，最大成長を示し

た80，(削細胞1m!では88，129me!mg軟体重/日であっ

た。

4)総成長効率は最大成長を示した80，000細胞1m!で

最も高く，それぞれ約77，40%であった。アサリ

の効率の良い飼育のためには，高密度給餌による

悪影響が現れない範囲で，できるだけ餌科密度を

高く保つことが必要と思われた。
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